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農村青年の現状と社会教育の課題について

大学院修士課程藤田昇治

現在、基本法農政の展開の下で、広範に農業破壊、農村の荒廃という状況がっくり出されている。

急激左農家戸数の減少、農業従事者数の減少、労働力の高齢化・婦人化、農地の演廃等々の問題が

一哉と激化してきている。そして農業・農民問題は極めて多様念形態であらわれてきている。

とのよう左中で、農村青年をめぐる問題も複雑に生じてきている。農業経営の展望の喪失を基本

κ後継者不足・嫁不足等々の問題が社会問題として深刻に論じられている。

社会教育の領域でも、青年の脱差是・兼業イとにともなって、既存の社会教育関係団体の停滞をいし

崩壊状況があらわれている。それとともκ、社会教育関係団体を基盤として展開されてきた様々念

活動の停滞が生じてきている。

しかし、社会教育(いわゆる公的社会教育〕の側からとらえた農村青年の問題状況は、極めて一

面的・表面的K把握ーされ、結果として否定的にとらえられてh るようだ。価値観の多様化、モータ

ワゼーションの普及‘都市的生活様式の普及をどによって、青年の動向が、とらえにくくをし青

年間への組織化も図難Uてをっている傾向は確かκ存在している。しかしをがら、そとでとどまって

いる限 b、青年の真の要求をとらえる ζ とも、どのよう K働きかけて行ヴたら良いのかを明らかに

するとともでき念いだろう。

青年の意識が多様化している、といい~がら、青年間活動念どはぜレク IJ 之ーション・奉仕活動

等ともすると既存の活動のワクの中だけで追求されがちである。しかも参加者が多数に念るものを

中心に取組むという傾向が一世的ではをいだろうか。そとではどうしても青年自身の中K物足りなさ

が見い出され、青年間としての活動がマンネリイヒ7まいし停滞するという傾向が見い出される。

また、青年国という組織形態から、サークノレ・グループ・活動へと、機能別に分化する傾向も存在

している。しかし、ともするとサークル・グループは生成・消滅を繰り返し、活動が発展している

とは言い切れをい。また、機能分化的遂行と青年間活動の総体としての発展とが二律背反になる傾

向も克服されてい念い。したがって、青年の諸活動を社会教育の課題としてとらえ直す場合には、

単K活動形態で判断するのではなく、活動の質的側面に深くたち入ヮていくことが重要であるとい

えよう。

きて一方では以上のような青年の状況が見い出されるが、他方では、社会教育行政の側でとらえ

られてい念い、青年の自主的投諸活動、新しい方向性をもった各種の実践活動が見い出される。

例えば学習活動としてみても、各地で展開されている労農学習運動にないては、緩めて質の高い

学習が追求され、そこでの青年の活躍がみられる。労農提携という方向性は持 7てい左いにしても、

小さ念集団で営農をとりまく諸情題を学習していこうとする動きは数多く見い出される。そζでの

学習は、生建力発展をめざす技術的学習から、農業経営を出発点として政治・経済のしくみを学習

していく、というように多様念形態で展開されている。

さらに、学習活動を碁礎としながら、農業経営安定のための様々左努力がをされている。例え

ば共同経営の試み。一方では構造改善事業の一貫として「上からのJ組織化があるが、他方で気の

-60-



合う仲間同忘で自主的K共同化していとうとする努力がある。をた、複合経営によづて生産力の発

展、経済力の充実を志向する努力も行念われている。さらに生産過程での努力のほか、流通過程k

bいて、生活協同組合と連携して「重量直 jを行念う左ど、様々念努力が行をわれている。ととで注

gしたいのは、以上のよう念様々な努力が、長誌に個別経営の安定をめざすというだけでをし地域

的農業発展の緩裂を切り拓くて方向性をも持ヮているととである。

以上のよう左状況判断から、今後の、社会教育としての課題を整理していくいくつかの視点を挙

げてみたい。

第ーに、農村青年教育を考えていく上で、念tてよ bも教育課題の設定にあたって地域の生活課題

を正確に把握し、その上で青年の教育要求を方向づけるととが重要である。とかく青年の意識状況・

動向については表溜的・現象面的K把握されがちである。しかし、あくまでも生活課題から出発し、

その問題を掘り下げる基本祝角として高度経済成長下の農業破壊、国独資下の農業・農民問題とい

うζとを据え左ければをら念い。つまり、独占資本と農民との対抗関係という視点である。それと

問時に、農民層分解から〈る農民層内部の矛盾や、農村社会に根強〈残存している保守性といった

ととも正し〈位置づけられる必婆がある。

第二k亡、第一の課題とも関わって、農村青年教育の位置づけを行念う上で、農民教育という一般

牲と、青年期教育という特殊性とを統一寸る視点が重要である。とか〈青年期教育の夜り方という

視点からのアプローチK左bがちであるが、基本的方向としては、生産・生活の場で生じている諸

問題から出発する ζとが重要だと思う。との視点が欠落している限b、脊年間活動等農村青年教育

の停滞状況の真の問題状況を把握すること、従って実践的に問題を克服していくととはでき左いだ

ろう。

第三に、教育・学習課題を設定していく上では、生産力発展をめざす農民の要求、生産・営農意

欲を基礎とした新しい生産技術体系の学習と、農家経営をとりまく諸条件の学習一一流通・飽格問

題、農政、地域開発等々についてーーとが統一的に追求される必要がある。との点では伺よ担も信

機生産大学を出発点とする各地の農民大学・労農学習運動の成果に多くの教習11が示されているよう

に忍う。

第四に、農村の生産構造・生活問題をとらえ直してい〈中で、農協や実行組合?をどの農民組織の

位置づけも、それぞれの活動内容、状況K即して行方Eう必要もある。ま九農桝王政や農業改良普及所

との関係では街改セクショナザズムの弊害が大きいが、農民の徒主主・生活要求を出発点として問題

をとらえ直し、克服していく ζとが求められている。

農村青年の問題状況は、地域によって具体的左あらわれ方は多様であり、社会教育の課題を整理

するとと自体が極めて菌難ではあるが、以上述べた視点をふまえて、今後具体的に地域の生産・生

活上の諸問題を構造的K明らかにする中で、教育的課題を設定するととが可能とをるであろう。
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